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神戸市シルバーカレッジは、神戸市北区にあるしあわせの村の南端の高台に位置していま
す。開校は、平成５年９月で現在は２０期生・２１期生・２２期生の３学年が在学し、日々 学
びクラブ活動・ボランティア活動に励んでいます。
　開設コースは、健康福祉、生活環境、国際交流・協力、総合芸術の４コースがあり、
総合芸術コースとしては美術・工芸、音楽文化、園芸、食文化の４専攻に分かれています。
（定員は１学年合計４２０人、最高齢の方は87歳の方です。）
　入学資格は、神戸市在住の５７歳以上なら男女を問わず入学出来ます。『再び学んで他
のために』の建学精神をモットーに在校生は勿論卒業生も「地域活動、ボランティア活動
に理解と熱意をもって」取り組んでいます。
　カレッジには、クラブ活動が４６団体とボランティア活動が２９団体有ります。
　私が学んでいる健康福祉コースは、健康及び福祉に関する専門の各大学の先生方及
び福祉施設等で働いておられる専門職の方、またＮＰＯを立ち上げ地域の活性化に取り
組んでおられる方 の々講義と施設見学等が有り、サラリーマン生活では経験しなかったこ
とばかりで授業時間が短く感じたことが多く有りました。又、クラブ活動では従来から好き
であったゴルフ及び囲碁クラブに入り、先輩方や同級生とプレー等で楽しく遊びました。
　一方ボランティア活動では、“イベント清掃ぴかぴか隊”に入り神戸市内のイベントに参加
しながら周辺のゴミ拾いを行い「街も心もぴかぴかに」の目標を達成することが出来、自身
で満足したものでした。この３月には、卒業しますがカレッジで学んだことを生かし、今後
も地域の活性化に貢献したいと思っています。

みなと銀行　地域戦略部　部長　森田成敏
みなと銀行地域戦略部の活動をご紹介します。当行では、平成26年度から開始した中
期経営計画に基づき「地域発展への更なる貢献」を実現するため、地域戦略部を創設
し、地域経済活性化策として農林漁業の成長産業化や商店街の活性化、オールドニュー
タウン問題への対応など様 な々取組みを行っております。
　今回は、神戸市看護大学様に関連する分野として医療・介護分野に対する2つの取
組みをご紹介します。1つ目は、神戸市様が推進しておられる神戸医療産業都市への企
業誘致のご支援です。平成25年に神戸市様と神戸医療産業都市の推進に関する連携
協定締結し、地域企業が医療・介護分野への進出するためのセミナーを共同で開催し
ており、現在までに5回を数えます。最近では、1月27日に病院や介護事業者の方 を々中
心に関心の高い「介護リハビリロボットセミナー」を開催し、約70名の方にご参加頂き好
評を得ました。医療や介護機器を開発し製品化するまでには、相当な時間がかかります。
しかしながら、このようなセミナーによってお取引先等に情報提供することで、神戸医療
産業都市へ進出される企業も増加し、当行の誘致協力で現在8社が進出しました。
　もう1つは、一般の病院や診療所の方 に々対する施策です。専門の医療コンサルティン
グ会社と提携して病院の建替えや医療法人の事業承継、高齢者向け住宅の運営など
医療介護のご関係者に関心の高い問題に対し、セミナーや個別相談会を実施し、地域
の医療・介護事業が継続し発展していけるような取組みを行っております。
　みなと銀行では、今後とも地域の皆さまへの金融・情報サービスの提供を通じて、地
域経済の活性化に取り組んでまいりますのでよろしくお願いいたします。

■地域の顔～神戸市シルバーカレッジとは～
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本学では１，２年生から地域に出向き住民の方に協力いただく授業（コラボ教育）を行
なうなど、全国の看護系大学でもユニークな取り組みを行なっています。これらの科目
を受講して、学生がどのような学びに結びつけているのか、本学学生に集まってもらい、
座談会を行いましたので、その中から学生の声を一部ご紹介いたします。
【コラボ教育を受講した感想】
「実際に住民の方と接してみたら、自分の健康をすごく気にしておられるんだな、というの
を感じた。その時にどうしたら（健康が）改善できるのかということを、きちんと考えてお
かないと何もアドバイスができないというのをすごく感じた。」「教科書じゃなくて、（住民さ
んの）実際の言葉とか聞いて、『そういうふうに考えてるんや』とか、その生活のなかで
困ることとか、自分たちが想像していないことが聞けてよかった。住民の方からもっとそ
ういう話を聞ける機会があったら、授業に対してももうちょっと意欲的に取り組めるかな。」
【地域についての学びに関して】
　「小さいときから神戸に住んでいますが、改めて「神戸学（編集部注：神戸の歴史や文
化について各分野の講師を招いて行われている講義）」で神戸のことを学んだり、神戸
で働いておられる保健師の方から「神戸の人口」や「神戸市での保健活動」について
聞いたりして、地元なのに知らないことが多かったので、すごく知識として生かせている
と思います。」「患者さん一人ひとり戻られる地域はそれぞれで、その地域の特徴とか特
性とかも違う。何かその違いをどうやって学んでいけばいいのか、もう少し詳しく教えて
もらってもいいのかな。」
【COC事業に対する希望】
　「学生が出向くだけではなくて、住民さんが来ていただくような授業がもうちょっとあっ
てもいいと思います。」「地域に行ってその授業が終わったら終わりになるのではなく、継
続性があったほうがいいとは思います。」
　このような生の声を参考にして、学生にも地域にも実りのあるコラボ教育につなげてい
きたいと考えています。� （地域連携教育･研究センター  准教授　相原洋子）

■コラボ教育での学び　～COC事業評価　学生座談会の報告～

■COC 研究ひろば　第6回
～地域における健康づくり活動を続ける健康づくりリーダーの力～前編

神戸市看護大学 地域・在宅看護分野 講師　波田弥生
厚生労働省が発表した2014年の簡易生命表によりますと、日本人の平均寿命は、男性
が80.50年、女性が86.83年と、日本は世界に冠たる長寿国です。健康上の問題で日常
生活が制限されることなく生活できる期間の健康寿命も、日本人は男女とも世界トップクラ
スです。しかしながら、最近10年の健康寿命の延びは、平均寿命の延びと比べて小さく、
平均寿命と健康寿命の差は広がっている状況です。ここで大切となるのが、毎日を健康
的に過ごせる期間の「健康寿命」の延伸です。須磨区は現在、介護保険における要介
護認定割合が市内でも低く、健康的な生活を送られている高齢者の方々 が多い地域となっ
ており、「健康寿命」が長くイキイキと生活されている方々 が多い地域だと思われます。この
理由の一つとして、須磨区における健康づくりリーダーの皆さんが各地域で実施されている
「健康づくり活動」の効果があるのではないかと私たちは考えております。健康づくりリーダー
とは、平成8年から、須磨区保健福祉部の保健師のみなさんが、地域住民のからだとここ
ろの健康づくり支援として、健康づくりリーダーの育成事業を展開し、これまでに322名の
健康づくりリーダーを養成されました。
　健康づくりリーダーは、地域の健康づくりのリーダーとなり、現在も各地域の個性を生か
し、工夫を凝らした運動や体操の教室を自主的に開催して、健康づくりの熱意を地域住
民に届け続けていらっしゃいます。そして地区担当保健師は、年に１度のフォローアップ研修、
各地域での体力測定と健康に関する講話を実施し、健康づくり活動に欠かせない情報と
知識を広めておられます。
　今回、COC共同事業として、健康づくりリーダーが地域における健康づくり活動を継続
されている要因と、その活動に参加されている方々 に、健康面でどのような良い効果が生じ
ているのかを明らかにするために、須磨区保健福祉部と共同で研究を進めています。次
号では、地域の方々 にご協力いただきましたインタビュー内容やアンケート結果等の研究成
果をご紹介したいと思います。

活動の様子

卒業研究報告会の様子
　

■地域つくり・健康つくり
　～みなと銀行の医療・介護分野への取組み～

介護リハビリロボットセミナー
の様子

神戸国際ビジネスセンター（KIBC）

学生座談会の様子
2 年生 3 名、3 年生 3 名が参加。

須磨区竜が台地区シルバーカレッジ 20 期生　健康福祉コース 3 年　川部忠夫




